
8章：ベクトル 2：内積の計算

四面体の体積

387 空間内に原点 Oと 3点 A(1, −2, 1)，B(2, 1, 2)，C(x, y, y − 1)が

ある。ベクトルOCが 2つのベクトルOA，OBに垂直になる定数 x，yの値

は (x, y) = である。またこのとき，四面体OABCの体積は で

ある。 （広島工業大）

388 空間に原点Oと 3点A(1, 4, −2)，B(5, −1, −3)，C(2, 1, 3)がある

とき，三角形OABの面積は ，四面体OABCの体積は である。

（武蔵大）

四面体の体積

387 垂直条件は内積を使います。
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OC は底面 OAB と垂直ですから，四面体 OABC の
体積は

V = 1
3
△OAB×OC

です。

388 OCが底面 OABと垂直ならいいなと思いたくな

りますね。確かめてみましょう。



8章：ベクトル 2：内積の計算

四面体の体積

387 ベクトル OCが 2つのベクトル OA，OBに垂直になるとき

OA ·OC = (1, −2, 1) · (x, y, y − 1) = x− 2y + (y − 1) = 0

∴ x− y − 1 = 0 · · · · · · 1⃝

OB ·OC = (2, 1, 2) · (x, y, y − 1) = 2x+ y + 2(y − 1) = 0

∴ 2x+ 3y − 2 = 0 · · · · · · 2⃝
1⃝， 2⃝より (x, y) = (1, 0) また，四面体 OABCの体積 V は底面を△OABとみ

ると，高さは
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√
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√
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となる。
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であるから
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△OAB × OC = 1
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388 OA
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= 12 + 42 + (−2)2 = 21
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= 52 + (−1)2 + (−3)2 = 35

OA ·OB = 1× 5 + 4× (−1) + (−2)× (−3) = 7

より
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次に

OA ·OC = 1× 2 + 4× 1 + (−2)× 3 = 2 + 4− 6 = 0

OB ·OC = 5× 2 + (−1)× 1 + (−3)× 3 = 10− 1− 9 = 0

∴ OA ⊥ OC, OB ⊥ OC

したがって，底面△OABに対する四面体 OABCの高さは

OC =
√
22 + 12 + 32 =

√
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であり，求める体積を V とすると
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△OAB×OC = 1
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